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学
校
だ
よ
り

社史見学（日立オリジンパーク）

２
０
２
５
年　

月
か
ら　

月
ま
で
の

資
格
試
験
一
覧

　

こ
の
期
間
に
日
専
校
生
が
取
り
組
ん
だ

資
格
・
検
定
試
験
の
一
覧
を
記
載
す
る
。

●
11
月
９
日　

英
語
検
定
二
次

　

（
一
次
合
格
生
徒
）

●
12
月
２
日　

計
算
技
術
検
定

　

（
２
級
・
３
級
受
験
生
徒
）

●
12
月
13
日　

危
険
物
取
扱
検
定

　

（
選
抜
生
徒
）

１
年
生
が
社
史
見
学

　
　

日
立
の
歴
史
を
学
ぶ

　

少
し
肌
寒
い
日
と
な
っ
た
10
月
22
日
、
恒

例
の
１
年
生
社
史
見
学
会
を
実
施
し
た
。
今

年
度
も
日
立
オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
・
熊
野
神
社
・

日
鉱
記
念
館
を
２
班
に
分
か
れ
て
見
学
し
た
。

12

11

オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
で
は
２
グ
ル
ー
プ
毎
に
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
い
た
だ
く
等
、
丁
寧
な
ご

対
応
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
熊
野
神
社
で

は
神
社
お
よ
び
記
念
碑
の
説
明
、
拝
殿
で
の

参
拝
に
加
え
、
御
札
ま
で
頂
戴
し
、
大
変
印

象
に
残
る
参
拝
と
な
っ
た
。
今
回
も
各
見
学

場
所
で
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
た
が
、
生
徒
は

み
な
100
点
満
点
を
め
ざ
し
興
味
を
持
っ
て
見

学
に
臨
ん
で
い
た
。
加
え
て
事
前
学
習
し
た

日
立
100
問
100
答
の
文
言
が
随
所
で
現
れ
、
実

地
で
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深

く
社
史
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
も
日
立
製
作
所
と
日
専
校
の
歴
史
を
実
地

で
学
べ
る
社
史
見
学
会
を
貴
重
な
機
会
と
位

置
づ
け
継
続
実
施
し
て
い
く
。

考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会

　
　

主
体
的
な
行
動
を
実
践

２
年
電
気
科
１
組　

後
藤　

洸こ
う

平へ
い

（
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
長
）

　

こ
の
度
、
日
専
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
考

動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
後
藤
洸
平
で
す
。
各
委
員
会
の

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
立
場
を
通
じ
た
自

己
成
長
へ
の
期
待
と
、
学
校
・
生
徒
・
事
業

所
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
責
任
感
と
い
う
二

つ
の
思
い
を
力
に
変
え
、
全
生
徒
を
導
く

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
尽
力
い
た
し
ま
す
。
主
な

活
動
と
し
て
、
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
の

内
部
組
織
（
学
校
・
寮
・
部
活
動
委
員
会
）

の
活
動
を
共
有
し
、
他
委
員
会
か
ら
の
意
見

を
収
集
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的
な
目
標

を
「
事
業
所
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
財
に
な
る

こ
と
」
と
明
確
化
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
手
段
を
策
定
し
全
校
に
展
開

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
学
校
委
員
会
が
ク

ラ
ス
活
動
の
改
善
を
、
部
活
動
委
員
会
が
問

題
解
決
の
た
め
の
改
善
案
策
定
を
そ
れ
ぞ
れ

促
し
、
そ
の
活
動
成
果
を
全
校
集
会
で
発
表

す
る
こ
と
で
、
生
徒
全
員
が
成
長
す
る
機
会

を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
目
標
達
成
に
は
、
生

徒
全
員
が
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
実
践
す
る
力
」
が
必
要
で
す
。
私
自
身
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
常
に
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、

考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
を
マ
イ
ン
ド
の
土
台
と
し

ま
す
。
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
全
生
徒

の
人
間
力
を
養
い
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と

共
に
日
専
校
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、

誠
心
誠
意
努
め
ま
す
。

日
専
祭
・
保
護
者
会
を
開
催

　

11
月
８
日
、
恵
ま
れ
た
天
候
の
中
、
日
専

祭
・
保
護
者
会
を
実
施
し
た
。
朝
か
ら
日
専

校
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
実
習
授
業
に
て
、

１
年
生
の
真
剣
に
学
ぶ
姿
を
ご
覧
い
た
だ
い

た
後
、
体
育
館
に
て
校
長
の
あ
い
さ
つ
や
諸

連
絡
を
主
と
し
た
保
護
者
会
全
体
会
を
開
催
。

そ
の
後
日
専
祭
を
開
始
し
、
生
徒
た
ち
に
よ

る
ク
イ
ズ
、
動
画
、
ダ
ン
ス
、
生
演
奏
を
交

え
た
楽
し
い
部
活
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
っ
た
。

参
加
者
全
員
が
一
体
と
な
っ
た
後
、
各
部
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
出
店
で
の
食
事
に
分
か
れ
、

来
場
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
実

施
し
た
。
日
頃
の
学
習
成
果
で
あ
る
課
題
作

品
も
各
実
習
場
に
展
示
し
、
保
護
者
の
皆
様

に
と
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
日
々
の
成
長
が
垣

間
見
ら
れ
る
一
日
と
な
っ
た
。
毎
年
、
日
工

同
窓
会
の
先
輩
方
に
も
抽
選
会
を
行
っ
て
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

２
年
溶
接
科　

野
口　

颯
た
つ
き

（
学
校
委
員
会
委
員
長
）

　

私
は
考
動
ア
ク
シ
ョ
ン
学
校
委
員
会
委

員
長
、
２
年
溶
接
科
の
野
口
颯
で
す
。
今

回
、
日
専
祭
の
実
行
委
員
と
し
て
企
画
運
営

を
担
当
し
ま
し
た
。
私
た
ち
委
員
に
と
っ
て

も
初
め
て
本
格
的
に
運
営
を
行
う
行
事
で
あ

り
、
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
午
前
の
企
画

で
は
、
保
護
者
の
方
々
も
楽
し
め
る
案
に
な

か
な
か
辿
り
着
け
ず
、
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

決
定
の
遅
れ
か
ら
情
報
の
展
開
も
遅
く
な
り
、

各
部
活
の
準
備
時
間
を
十
分
に
確
保
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
大
き
な
反
省
点

で
す
。
一
方
で
、
本
番
で
は
ど
の
部
活
も
非

常
に
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
、
生
徒
は
も
ち

ろ
ん
、
先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

運

営
面
で
は
情
報
共
有
の
曖
昧
さ
か
ら
連
携
不

足
が
生
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

失
敗
を
通
し
て
、
メ
モ
を
取
る
こ
と
の
重
要

性
や
、
正
確
に
情
報
を
処
理
・
伝
達
す
る
力

の
必
要
性
を
強
く
再
認
識
し
ま
し
た
。
日
専

祭
を
通
し
て
、
改
め
て
自
分
が
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
と
い
う
重
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

考動アクション委員会

日専祭（日専校どらやき販売）

日専祭（部活ごとにステージ発表）

（
14
頁
へ
続
く
）
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こ
の
経
験
と
反
省
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
生
が
安
全
体
感
教
育
受
講

　

  

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る

　

10
月
か
ら
11
月
に
わ
た
り
、
日
立
事
業
所

教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
の
安
全
体
感
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
１
年
生
75
名
全
員
が
６
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
安
全
体
感
教
育
を
受
講

し
た
。
研
修
で
は
、
安
全
の
概
要
説
明
お
よ

び
災
害
事
例
の
紹
介
に
続
き
、
生
徒
に
と
っ

て
初
め
て
と
な
る
体
感
装
置
・
Ｖ
Ｒ
を
用
い

た
危
険
体
感
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
容

は
、
学
校
の
授
業
や
実
習
で
は
得
難
い
災
害

の
危
険
性
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
生

徒
の
安
全
意
識
の
高
揚
お
よ
び
危
険
感
受
性

の
向
上
に
寄
与
し
た
。

１
年
１
組　

芳
賀　

聖せ
い

華か

　

安
全
体
感
講
習
会
を
受
講
し
て
、
日
頃
か

ら
日
専
校
で
学
び
実
践
し
て
い
る
安
全
行
動

が
実
際
の
工
場
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
、

日
々
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
場
で
は
質
の
高
い
Ｒ
Ｋ
Ｙ

が
実
行
さ
れ
て
お
り
、
危
険
度
を
可
視
化
し

て
具
体
的
な
対
策
で
リ
ス
ク
を
下
げ
よ
う
と

す
る
工
夫
や
、
そ
れ
で
も
「
危
険
は
ゼ
ロ
に

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
意
識

の
高
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
具
体
的
な
災

害
事
例
を
、
身
を
も
っ
て
体
感
す
る
こ
と
で
、

普
段
の
生
活
や
作
業
環
境
の
中
に
も
危
険
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
安
全
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
講

で
得
た
こ
と
を
今
後
の
実
習
や
将
来
の
業
務

に
活
か
し
、
安
全
を
最
優
先
と
す
る
行
動
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
度
入
学
試
験

　

県
外
を
含
む
５
会
場
で
実
施

　

12
月
４
日
、
５
日
の
両
日
、
２
０
２
６

年
度
生
の
入
学
試
験
を
県
内
２
箇
所
（
本
校
、

つ
く
ば
市
）、
青
森
県
（
青
森
市
）、
東
京
都

（
大
田
区
）
山
口
県
（
下
松
市
）
の
５
会
場

で
実
施
し
た
。
近
年
、
少
子
化
の
影
響
が
顕

著
に
現
れ
、
近
隣
の
県
立
高
校
で
は
定
員
割

れ
す
る
学
校
も
多
く
、
受
験
生
の
確
保
に
苦

労
し
て
い
る
。
日
専
校
で
は
優
秀
な
人
財
を

確
保
す
べ
く
、
今
年
度
も
各
事
業
所
に
ご
協

力
い
た
だ
き
従
業
員
向
け
の
説
明
会
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
出
前
授
業
を
実
施
す

る
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
、

夏
休
み
期
間
に
下
松
市
、
青
森
市
、
弘
前
市
、

八
戸
市
で
学
校
説
明
会
を
開
催
、
更
に
メ

デ
ィ
ア
（
青
森
放
送
、
青
森
朝
日
放
送
）
を

活
用
し
た
広
報
活
動
も
展
開
し
て
き
た
が
受

験
生
の
確
保
に
苦
戦
し
て
い
る
。
今
後
も
日

専
校
の
魅
力
を
幅
広
く
発
信
し
、
生
徒
募
集

活
動
を
展
開
、
受
験
生
の
増
員
を
期
待
し
て

い
る
。
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き

お
知
り
合
い
の
方
々
に
日
専
校
の
紹
介
を
お

願
い
し
た
い
。

寮
避
難
訓
練
を
実
施

　

12
月
11
日
、
本
年
度
２
回
目
と
な
る
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
。
前
回
は
授
業
中
の
災
害

発
生
を
想
定
し
た
校
舎
・
実
習
場
か
ら
の
避

難
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
生
活
の
場
で
あ
る

寮
か
ら
の
避
難
に
焦
点
を
あ
て
た
。
本
訓
練

の
目
的
は
、
緊
急
事
態
に
お
い
て
教
職
員
お

よ
び
生
徒
が
安
全
か
つ
迅
速
に
避
難
で
き
る

よ
う
備
え
を
万
全
に
す
る
事
に
あ
る
。
今
回

は
、
昼
食
時
間
帯
に
寮
の
厨
房
か
ら
火
災
が

発
生
し
、
寮
食
堂
内
に
煙
が
流
入
し
て
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
し

た
。
非
常
ベ
ル
の
鳴
動
と
避
難
指
示
の
放
送

を
受
け
、
参
加
者
は
即
座
に
避
難
を
開
始
し

特
段
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
集
結
を
完
了
し
た
。

ま
た
、
日
立
消
防
署
の
職
員
協
力
の
も
と
、

参
加
者
全
員
が
水
消
火
器
の
取
扱
訓
練
を
受

け
た
。
最
後
に
同
署
職
員
よ
り
、
有
事
の
際

の
心
構
え
に
つ
い
て
訓
話
を
頂
き
終
了
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
訓
練
を
計
画
し
、
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

第
56
回
日
専
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

例
年
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
備
え
、
事
前
に

約
１
週
間
、
平
日
の
朝
の
授
業
前
に
、
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
耐
寒
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
も
12
月
12
日
か
ら
体

育
委
員
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、
全
校
生
徒
が
ラ

ジ
オ
体
操
、
日
専
校
体
操
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
周
辺
を
走
っ
た
。
そ
の
他
、
体
育
の
授
業

や
部
活
動
で
も
、
こ
の
時
期
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
練
習
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
第
56

回
日
専
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
12
月
19
日
、

晴
天
の
下
、
ひ
た
ち
海
浜
公
園
に
て
開
催
し

た
。
生
徒
た
ち
は
元
気
に
園
内
を
駆
け
抜
け
、

全
員
が
完
走
し
た
。
男
子
個
人
の
部
は
２
年

電
気
科
１
組
の
後
藤
洸
平
さ
ん
、
女
子
個
人

の
部
は
２
年
電
気
科
１
組
の
根
元
優
衣
奈
さ

ん
が
優
勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
対
抗

は
２
年
電
気
科
１
組
、
部
活
対
抗
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

生
徒
た
ち
に
は
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
て
応
援

す
る
姿
や
健
闘
を
称
え
合
う
姿
が
あ
り
、
心

温
ま
る
気
持
ち
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
大
会
結
果
】

●
部
活
動
対
抗　

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル  

部　

②
陸
上
長
距
離
部　

③
サ
ッ
カ
ー
部

●
ク
ラ
ス
対
抗　

①
２
年
電
気
科
１
組

　

②
２
年
電
気
科
２
組　

③
２
年
機
溶
科

●
男
子
個
人
【
10
キ
ロ
】　

①
後
藤
洸
平
（
２ 

年
電
気
科
１
組
）
②
黒
澤
柚
稀
（
２
年
電

気
科
２
組
）
③
渡
部
眞
生
（
２
年
電
気
科

１
組
）

●
女
子
個
人
【
５
キ
ロ
】

　

①
根
元
優
衣
奈
（
２
年
電
気
科
１
組
）

安全体感教育

耐寒ランニング

寮避難訓練

マラソン大会（国営ひたち海浜公園）

（
13
頁
の
続
き
）


